
1876-1907
「学士」称号授与

 1. 植物学腊葉室で研究する宮部金吾教授（1905年頃 大学文書館蔵）

 2. 「学士」称号授与を定めた規則（1876年 大学文書館蔵）

 3. 第１回卒業式式次第（1880年 大学文書館蔵）

 4. 第１期生 伊藤一隆の学士号授与証（1880年 総長室蔵）

 5. 佐藤昌介校長ほか日本人教授陣と第12期生（1894年 植物園蔵）

 6. 最後の外国人教師 A.A.ブリガム（1893年 大学文書館蔵）

 7. 農学科カリキュラム（1891年 大学文書館蔵）

 8. 植物学講義を記録した第14期生 平塚直治の受講ノート
                 （1893年 西信子氏・西安信氏寄贈）

 9. 外国人教師が講義を担当する時間割（1880年 大学文書館蔵）

10. 畜産学実習室で勉強する第23期生（1906年 川嶋昭二氏寄贈）
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H I S T O R Y

1876年 ８月 - 札幌農学校開校

 ９月 - 「札幌農学校規則」に「大学及
  第ノ免状」授与を規定

1880年 ６月 - 第１回卒業式挙行、第１期生
  13名に「農学士」を授与

1886年 12月 - 札幌農学校官制で卒業証書の
  授与のみとなる

1889年 10月 - 卒業者への「学士」称号授与
  が認められる

1893年 11月 - 最後の外国人教師ブリガムが
  離任

1894年 ４月 - 佐藤昌介が校長に就任

1895年 ４月 - 北海道庁所管から、文部省直
  轄学校となる

1903年 ３月 - 「専門学校令」に基づく専門
  学校となる

1907年 ９月 - 東北帝国大学農科大学に改編

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

年
二
月
に
東
京
開
成
学
校
︵
後
の
東
京
大
学

法
・
理
・
文
学
部
︶
は
規
則
中
で
卒
業
者
に
「
其

学
力
ニ
応
シ
相
当
ノ
学
位
称
号
ヲ
載
ス
ル
印
票

ヲ
与
フ
」
と
、“ diplom

a”

︵
デ
ィ
プ
ロ
マ
＝

学
位
記
︶
を
与
え
る
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
七
六
年
七
月
に
司
法
省
法
学
校
︵
東
京
大

学
法
学
部
の
前
身
︶
が
卒
業
生
な
ど
二
五
名
に

「
法
律
学
士
」
を
授
与
し
た
の
が
「
学
士
」
称

号
授
与
の
最
初
で
あ
り
、
一
八
八
〇
年
に
は
東

京
大
学
が
第
一
回
卒
業
式
を
実
施
し
て
卒
業
生

に
「
法
学
士
」、「
医
学
士
」
を
授
与
し
て
い
る
。

概
ね
、「
学
士
」
称
号
授
与
に
関
し
て
は
、
東

京
大
学
の
前
身
校
が
札
幌
農
学
校
に
先
ん
じ
て

い
る
。

　
一
方
、
札
幌
農
学
校
以
外
で
「
学
士
」
称

号
授
与
を
行
な
っ
た
学
校
は
、
後
に
東
京
大
学

︵
一
八
八
六
年
に
帝
国
大
学
と
改
称
︶
へ
と
統

合
さ
れ
て
い
く
。
従
っ
て
、
京
都
帝
国
大
学
が

開
学
す
る
一
八
九
七
年
ま
で
は
、「
学
士
」
称

号
を
授
与
し
た
の
は
、
東
京
大
学
と
札
幌
農
学

校
の
み
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
札
幌
農
学

校
は
東
京
大
学
と
共
に
、「
学
士
」
称
号
授
与

に
値
す
る
専
門
的
な
学
術
を
教
授
し
得
た
最
初

期
の
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
は
言

え
そ
う
で
あ
る
。

札
幌
農
学
校
の
学
術
水
準

　
札
幌
農
学
校
の
開
校
時
、
初
代
教
頭
Ｗ
・
Ｓ
・

ク
ラ
ー
ク
の
下
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大

学
を
参
考
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
し
、
農
学
・

化
学
等
の
専
門
学
科
の
担
当
に
は
外
国
人
教
師

を
充
て
た
。
ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
農
学
校
に
も
た

制
度
で
は
な
く
実
質

　
一
八
九
八
年
に
札
幌
農
学
校
生
が
刊
行
し
た

学
校
案
内
﹃
札
幌
農
学
校
﹄
に
は
、「
官
制
に
於

て
大
学
と
称
し
得
べ
き
も
の
、
東
京
帝
国
大
学
、

京
都
帝
国
大
学
の
二
あ
る
の
み
。
我
札
幌
農
学
校

は
程
度
に
至
て
は
大
学
の
資
格
を
具
備
す
れ
ど

も
、
未
だ
他
の
分
科
大
学
あ
ら
ざ
る
の
故
を
以

て
、「
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
チ
ー
」
と
称
す
る
こ
と
を

得
ず
」と
記
し
て
い
る
。
学
術
水
準
に
お
い
て「
大

学
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、札
幌
農
学
校
関
係

者
共
通
の
矜
持
で
あ
っ
た
。
制
度
上
、
札
幌
農
学

校
が
「
大
学
」
と
な
る
の
は
、
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
へ
と
改
編
す
る
一
九
〇
七
年
で
あ
る
。

　
制
度
上
「
大
学
」
で
な
か
っ
た
と
い
う
外
的

環
境
の
中
、
札
幌
農
学
校
が
学
術
水
準
と
い
う

実
質
に
お
い
て
三
〇
年
間
に
わ
た
り
「
大
学
」

で
あ
り
続
け
た
と
い
う
こ
と
。
札
幌
農
学
校
の

「
学
士
」
称
号
授
与
の
意
味
は
、
最
初
の
大
学
と

言
え
る
か
と
い
っ
た
議
論
に
で
は
な
く
、
こ
の

点
に
あ
る
と
言
え
る
。

北
海
道
大
学
は

最
初
の
近
代
的
な
大
学
？

　「
北
海
道
大
学
は
日
本
で
最
初
の
近
代
的
な

大
学
で
あ
る
」
と
説
明
が
な
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。
北
海
道
大
学
で
は
前
身
校
の
札
幌
農

学
校
が
開
校
し
た
一
八
七
六
年
を
創
基
と
位

置
付
け
て
お
り
、
法
・
理
・
文
・
医
学
部
か

ら
な
る
東
京
大
学
が
開
学
し
た
一
八
七
七
年

よ
り
も
一
年
早
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
札

幌
農
学
校
が
日
本
で
最
初
に
卒
業
者
へ
の
「
学

士
」
称
号
授
与
を
定
め
た
と
の
見
解
を
そ
の

根
拠
に
す
る
場
合
も
あ
る
。
西
洋
で
は
、
専
門

的
な
学
術
を
修
め
た
こ
と
を
証
し
す
る
称
号

“ B
achelor”

︵
学
士
︶
を
授
与
す
る
こ
と
が
、

近
代
的
な
大
学
に
不
可
欠
な
要
件
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

　
札
幌
農
学
校
は
開
校
直
後
の
一
八
七
六
年

九
月
に
、「
生
徒
修
業
ノ
期
ヲ
四
年
ト
シ
満
期

成
業
ノ
生
徒
ハ
大
学
及
第
ノ
免
状
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
」
と
定
め
た
。
札
幌
農
学
校
四
年
間
の

修
業
期
間
を
終
え
る
と
「
大
学
及
第
ノ
免
状
」

︵
英
語
表
記
で
は“ B

achelor of Science”

︶

を
授
け
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
八
八
〇
年
に
第
一
回
卒
業
式
を
開
催
し
、
第

一
期
生
一
三
名
に
「
農
学
士
」
を
授
与
し
た
。

「
学
士
」
称
号
授
与

　
し
か
し
、
歴
史
的
事
実
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

北
海
道
大
学
を
最
初
の
「
大
学
」
と
位
置
付
け

る
の
は
少
々
難
し
い
。
例
え
ば
、
札
幌
農
学
校

開
校
に
先
立
つ
こ
と
一
年
以
上
前
の
一
八
七
五

ら
し
た
学
術
水
準
は
、
開
拓
長
官
の
黒
田
清
隆

や
校
長
で
あ
る
調
所
広
丈
ら
が
想
定
し
て
い
た

以
上
に
高
か
っ
た
。
外
国
人
教
師
に
よ
っ
て
高

度
な
専
門
学
科
を
教
授
す
る
体
制
は
、
第
一
期

卒
業
生
で
あ
っ
た
佐
藤
昌
介
が
校
長
に
就
任
す

る
ま
で
続
い
た
。
佐
藤
は
、
宮
部
金
吾
︵
植
物

学
︶・
新
渡
戸
稲
造
︵
農
業
経
済
学
︶・
南
鷹
次

郎
︵
農
学
︶
と
い
っ
た
第
二
期
卒
業
生
を
教
授

陣
の
中
心
に
据
え
、
札
幌
農
学
校
の
学
術
水
準

を
堅
持
し
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
札
幌
農
学
校
は
官
制
上
、
一
時
、「
学

士
」
称
号
授
与
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
と

き
は
中
央
政
府
に
働
き
掛
け
、例
外
と
し
て
「
学

士
」
称
号
授
与
の
継
続
の
承
認
を
得
た
。
し
か

し
、
一
八
九
五
年
に
札
幌
農
学
校
が
北
海
道
庁

か
ら
文
部
省
の
管
轄
に
移
る
と
、
法
令
上
で
は

「
大
学
」
で
は
な
く
、「
技
芸
学
校
」、「
実
業
学

校
」、「
専
門
学
校
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
た
。「
学

士
」
称
号
授
与
に
値
す
る
学
術
水
準
を
認
め
ら

れ
な
が
ら
、「
大
学
」
を
名
乗
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

「我札幌農学校は程度に至ては大学の     資格を具備すれども、
　　　　　　       未だ他の分科大学     あらざるの故を以て、「ユニヴァーシチー」と称することを得ず」
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